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Article：Is Nightlife Boring in Japan?1

Directions: Read the following article aloud.

Amidst the resurgence in inbound tourism in Japan, the focus has shifted to the country's nighttime 
economy. During the pandemic, the nightlife sector faced challenges due to shortened operating hours for 
restaurants and bars. However, this situation has prompted changes in people's perceptions of leisure and 
tourism, expanding the range of nighttime activities for tourists.

The term "nighttime economy" refers to economic activities occurring from sunset to sunrise. Japan 
defines "nighttime" as 6 pm to 6 am the following day. In Europe and North America, there are various 
nighttime leisure options, such as stage shows, nightclubs, and pubs. Some argue that Japan needs to 
enhance its nighttime economy to attract more inbound tourists.

Surveys reveal that Japan's nightlife ranked lower in tourists' preferences, with a 2019 pre-pandemic 
survey placing it 6th out of 40 activities that inbound tourists were dissatisfied with. A spokesperson from 
a major travel company noted that inbound tourists don't find Japan's nightlife offerings particularly 
impressive.

However, this presents an opportunity for Japan to increase tourist spending on nighttime activities, 
potentially boosting the inbound tourism market. The government aims to raise the average per-person 
spending to ¥200,000 JPY by 2025, up from ¥158,531 JPY in 2019.

Efforts to cater to nighttime tourism are already underway in various cities. Hotel Elcient Osaka, for 
instance, partners with nearby restaurants to offer special deals named “senbero” that include drinks and 
snacks for around ¥1,000 JPY. Hotel guests can enjoy additional discounts by presenting their room keys, 
making bar-hopping more enticing.

Outdoor and nature-based tourism, which saw a surge during the pandemic, continues to thrive. Hoshino 
Resorts Oirase Keiryu Hotel in Aomori Prefecture, for example, hosts an event where guests can admire
bioluminescent poisonous mushrooms at night.

Nighttime nature exploration, though not a common choice for tourists, holds significant potential. 
Takahiro Saito, the director of the Japan Nighttime Economy Association, emphasizes the importance of 
authentic experiences rooted in Japanese culture and history to attract tourists. However, it's essential to 
address the challenges of overtourism and involve the government and tourism businesses in shaping the 
nighttime economy.

Source：Is Nightlife Boring in Japan?

JAPAN Forward

本ページは出典ニュース記事を要約した英文です。

https://japan-forward.com/is-nightlife-boring-in-japan/


Weekly News Digest
産経オンライン英会話

ニュースディスカッション教材

本教材は、一般社団法人ジャパンフォワード推進機構、株式会社産経デジタルより許諾を得て、産経ヒューマンラーニング株式会社が編集しています。
テキストの無断転載・無断使用を固く禁じます。

3

2 Key phrases and vocabulary

Questions

Directions: Read the questions aloud and answer them.

Directions: First repeat after your tutor and then read aloud by yourself.

1. According to a survey mentioned in the article, how did tourists visiting Japan 

find its nightlife?

2. What is the government's goal for average per-person spending by tourists in 

Japan by 2025?

3. Do you personally find Japan's nightlife boring? Why?/Why not?

4. How do you think Japan can enhance its nighttime economy to attract more 

tourists?

5. What are some potential disadvantages of increased tourist spending on 

nighttime activities in Japan? 

1. enhance 強化する、（室などを）高める、増進する、向上させる

Adding spices to the dish can enhance its flavor and make it more enjoyable to eat.

2. reveal 
（知られていなかったことを）明らかにする・さらけ出す・暴露する、（隠されていたものを）見せる・公開する

The artist used their paintings to reveal the hidden beauty of everyday life.

3. deal お得な買い物、掘り出し物、バーゲン品、取引、協定、扱う、対処する

She got a great deal on that dress during the sale at the mall.

4. admire 見掘れる、（美しい物を）拝む、称賛する、感嘆する、素晴らしい・立派だと思う、高く評価する

We gathered on the beach to admire the breathtaking sunset over the ocean.

5. overtourism 観光公害（過剰な観光客のためにその地域の環境に悪影響を及ぼすこと）

Overtourism has become a concern in some popular travel destinations.
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インバウンド（訪日外国人客）が急回復するなか、夜の経済活動「ナイトタイムエコノミー」が注目を集めて

いる。新型コロナウイルス禍では「夜の街」が悪者扱いされ、飲食店などは時短営業を余儀なくされたが、コ

ロナ後はインバウンドの個人消費を押し上げる起爆剤と期待されている。訪日旅行の中での優先度はまだあま

り高くないものの、コロナ禍を経てレジャーや観光に対する価値観が変わって夜遊びのコンテンツは広がりを

みせており、今後の伸びが期待されている。

日本旅行での不満上位

ナイトタイムエコノミーとは日没から日の出までの経済活動を指し、日本では国土交通省が午後６時から翌日

午前６時までと定めている。ショーやダンスクラブ、パブなど、欧米では仕事を終えた後や週末など私的な夜

の時間を楽しめるさまざまなコンテンツがあるが、観光立国を目指す日本ではこれまで、インバウンドを呼び

込むうえで課題と指摘されてきた分野だ。

日本政策投資銀行と日本交通公社が令和３年１０月に実施したインバウンドの意向調査によると、訪日旅行で

体験したいことの上位に自然や風景の見物、伝統的な日本料理などが挙がる一方、ナイトライフは３５位中２

９位と順位の低さが目立った。コロナ禍前の元年調査でも、訪日旅行での不満な内容としてナイトライフが４

０位中６位に挙がるなど、「インバウンドにとって日本で『夜ならこれ』という楽しみが思い浮かばないこと

が浮き彫りになっている」（大手旅行会社）。

一方で夜間の消費を伸ばすことができればさらなる訪日市場の拡大が期待できる。コロナ禍前はインバウンド

の旅行消費額全体が伸びる半面、１人当たりの旅行支出は頭打ちの懸念が出ていた。政府は現在、１人当たり

の支出を元年の１５万８５３１円から７年までに２０万円まで引き上げる目標を掲げている。

光る毒キノコを満喫

すでに大阪では夜間の観光需要を取り込むための取り組みが始まっている。

ＪＴＢや大阪観光局、地元商店会などでつくる「道頓堀ナイトカルチャー創造協議会」は、酒を飲みながら大

阪・道頓堀で音楽やダンスを楽しめるナイトショーの定期公演を７月に始め、８月末までで延べ約９００人を

集客した。和楽器を奏で、着物風の衣装をまとった女性らがダンスをするほか、客も舞台に上がって楽器に触

れたり演者と盛り上がったりできる参加型のショーだ。担当者は「日本文化も楽しめる演出で、外国人だけで

なく日本の若者にも見てほしい」と話す。

本ページは出典記事原文の日本語訳です。本教材の要約英文の日本語訳ではありません。

出典：「日本の夜」はつまらない？ 「せんべろ」「毒キノコ」で訪日客にアピール
JAPAN Forward

https://japan-forward.com/japanese/149048/
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また宿泊場所近くの飲食店を使ってもらう活動として、大阪・曽根崎の「ホテルエルシエント大阪」は複数の

飲食店と組み、お酒とつまみを合わせて千円程度で提供する「せんべろ」メニューの販売を始めた。ホテルの

カードキーを提示すればさらに割引の特典を受けられ、夜のはしご酒を促す。曽根崎は「せんべろの聖地」と

呼ばれ、短時間で手軽にお酒が楽しめるスポットで、「昔懐かしい昭和レトロな空間がただよう街の個性をウ

リに、外国人客を呼び込みたい」（広報担当者）としている。

コロナ禍に需要が高まったアウトドアや自然を楽しむ観光の人気は現在も続いており、夜間まで活動時間を広

げる動きが出ている。

「星野リゾート 奥入瀬（おいらせ）渓流ホテル」（青森県十和田市）では、一風変わった夜の「毒キノコ」

をめでるイベントを展開する。夏の終わりから秋にかけて群生するツキヨタケは、昼は何の変哲もないキノコ

だが夜になると怪しく光る。素人では光る場所を見つけるのが難しいツキヨタケに目を付け、渓流を熟知した

スタッフが生態の解説も交えてガイドする。参加者の多くが女性客で「かわいらしさにひかれる愛好家もい

る」という。

福井県大野市の南六呂師エリアでは、約３００の防犯灯などを上に光が漏れないタイプに替え、過剰な光が自

然に悪影響をもたらす「光害」を抑える取り組みが実を結び、星空の世界遺産といわれる国際認証制度「星空

保護区」の国内４例目に認定された。天の川が肉眼で見える美しい星空は、都市近くにありながら優れた夜空

の保護などを行う場所が対象の「アーバン・ナイトスカイプレイス」部門にもアジアで初めて選ばれた。ハン

モックから星空を見上げる体験イベントが人気で「周りの光が気にならない分、星の美しさを感じられる」

（大野市の担当者）という。

観光公害の課題も

これら夜の自然を楽しむ観光はまだインバウンドになじみがなく、今後の拡大に期待が高まっている。

ナイトタイムエコノミー推進協議会の齋藤貴弘代表理事は、コロナ禍で行動が制限されていたからこそリアル

（現実空間）の重要性が高まり、観光・レジャーにおいては「行かなければできない体験へのニーズが高まっ

ている」と話す。外国人受けを狙った写真映えだけの〝エセ日本〟ではなく、「求められているのは文化や歴

史に裏打ちされた物語も含めた本物の体験。そのバリエーションの多さが日本の武器となる」と強調する。

ただ、忘れてはならないのがオーバーツーリズム（観光公害）の課題だ。例えばオランダの首都アムステルダ

ムではコロナ禍前に中心部が観光客向けの店だらけになり、夜間は麻薬取引なども増え旅行者の迷惑行為が問

題視されていたといい、齋藤氏は「街づくりをどうするか。夜間経済の新たな形について行政も観光事業者と

一緒に議論すべきだ」と指摘している。

本ページは出典記事原文の日本語訳です。本教材の要約英文の日本語訳ではありません。
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